
わらべうたと絵本の読み聞かせを
通して、子どもも大人も育ち合おう

～読書活動の取り組み～

鏡野町立鶴喜保育園

鏡野町の概要
◇人口 １１，９１４人（令和７年１１月末現在）

◇人口は減少傾向、少子高齢化率は増加傾向

◇合計特殊出生率は、１．９８（令和５年時点）
と県内（県平均１．３２）では高く、こどもまん
なかの町を目指して、子ども・子育て支援を
進めています。

◇町内保育・教育施設
・保育園３園
・保育所型認定こども園２園
・幼稚園１園
・小学校５校
・中学校１校

鶴喜保育園
概 要

◇園児数 ４７名

◇組数 ５クラス

◇職員 ２２名

◇蔵書数 約２，１４５冊

鶴喜保育園の概要
◇保育目標
「豊かな心と健やかな体を育み、

いきいきと遊ぶ子どもの育成」

◇読書活動に関する目標
・発達段階や季節に合わせた読み聞かせを行い、子ども達が絵本
や物語に親しむ活動の充実に努めます
・絵本の貸し出しや園だより等を通じて、家庭での読み聞かせの
大切さを伝えます
・町立図書館や外部講師、ボランティアと連携し、子ども達が絵本や
物語に興味を持てる環境を作ります

（保育目標・読書活動目標ともに町内保育園・認定こども園・幼稚園共通）



実践紹介
◇定期的な取り組み
・わらべうたと絵本
・絵本の貸し出し
・月刊絵本の読み聞かせ

◇イベント的に行われている取り組み
・図書館へ行こう

（取り組み全て町内保育園・認定こども園共通）

実践紹介 ◇わらべうたと絵本

○経緯
・平成２９，３０年度の鶴喜保育園重点目標の一つ

「保育者や友達と心を通わせ、ことばによる伝え合いを楽しむ」
・当時の園長先生がわらべうたに注目しており、保育研究でお世話になっていた大学教授から
紹介していただいためじろ文庫主宰の赤松百合子先生に、令和元年５月より、子ども達に絵本
の読み聞かせとわらべうたあそびをボランティアでしていただくことになった。

ゆったり落ち着いた雰囲気の中で、絵本に見入る子ども達と一緒に絵
本を楽しむ担当保育士。
担当保育士にとっても、子ども達と同じ目線で楽しむ中で、子どもの興
味や関心の惹きつけ方、絵本の選び方や読み聞かせ方を習得できる研
修の機会になった。
写真は、園内研修として月交代で全組の様子を見ることになった
保育士が撮影。

実践紹介 ◇わらべうたと絵本 実践紹介 ◇わらべうたと絵本（職員研修として）

職員研修として
・記録係として、月交代で全年齢のわらべうたと絵本に参加して、知識を広げ、深める。
・担当保育士は、子ども達と一緒に参加し、子ども達と共有した楽しさや面白さを、保護者にも伝えようと、ドキュメン
テーションにして掲示し、保護者に様子を伝えている。



実践紹介 ◇わらべうたと絵本から広がる好奇心や探求心（5歳児）

○絵本『カッパ
のかんた』の読
み聞かせ後に、
わらべうたあそ
び「からすかず
のこ」を楽しむ子
ども達。

ほんとに
ふわふわだ・・・

○絵本『ふわふわ
ふとん』の読み聞
かせ後、絵本に登
場したガガイモの
種の実物を触らせ
てもらった子ども達。

小道具のカッパのお皿
とカッパのパペットに
子ども達は興味津々

実践紹介 ◇わらべうたと絵本（子どもとともに）

令和7年5月1回目
参加できたのは11人中3～4
人だった3歳児クラス
講師「子ども達に『わらべうた
と絵本の時間楽しいな 』って
思ってもらいたい！！」

６月２回目
講師「体を動かすわらべうたあ
そびをはじめにしたらどうか
な？」「絵本も簡単で絵を見た
だけで楽しい絵本から始めて
みようかな？」

１１月６回目
講師「部屋に入
ると喜んでくれ
るようになった！
『こんこんさん』
のわらべうた、
みんなで遊ぶ楽
しさが味わえる
といいな」

うちのせんだんのき
せびがちてな～くよ
どんどんしゃんしゃん
どんしゃんしゃん♪

１月８回目
講師「絵本を出すと、『きょうはなに？』と絵本の前に座ってくれ
る子どもが増えて、うれしかったわ みんな大きくなったね」

実践紹介 ◇わらべうたと絵本

赤ちゃんの頃からの身近な大人との笑顔のやりとりや温かい言葉のやりとり、耳に心地よい
絵本の読み聞かせやわらべうたのやりとりが言語の獲得や社会性の育ちにつながっている。

実践紹介
◇絵本の貸し出し
・毎週木曜日、子ども一人一人好きな絵本を1冊借りて
帰る。

・各家庭で親子で読み聞かせを楽しんでもらう。
・年1～2回、親子で絵本を選んで借りる機会を設けて
いる。
毎日のように借りて帰る親子もいるが、ほとんど借り
ない親子もいる。

＊一番大好きなお母さんお父さんの温かさを感じな
がら声を聴き、想像の世界を楽しめる至福の時間に
なることを願っている。



実践紹介

◇月刊絵本の読み聞かせ
・保護者の方に協力をお願いし、各年齢や季節に合わせた
バラエティ豊かな一つのお話や科学について描かれた
絵本を毎月購入してもらい、１か月間各組で楽しんでいる。
・「今日は○ちゃんの絵本を読むよ」と自分の絵本を読んで
もらえる喜びを味わい、また読み聞かせてもらった絵本か
ら興味や関心が広がり、遊びが始まったり、探求や知識が
深まったりしている。
・1か月園で楽しんだ後、次は親子で楽しんでほしい、という
思いもある。

実践紹介

◇図書館へ行こう
・年長５歳児を対象に、平成１７年頃より、町営バスに乗って
町立図書館を利用。
・月１回程度通って、図書館司書による読み聞かせを楽しん
だり、園にはない絵本を見たり、借りて帰って園で楽しんだ
りしていた。
・図書館で待ち合わせ、町内の他園の同年齢の友達との
交流を楽しむ機会になっていた。
・町営バスの運行時間の変更や新型コロナウイルス感染症
の流行などで、回数が減少し、今年度は未実施。

おわりに

・令和８年４月より
新園舎へ移転。
・新園舎には、絵本を
大切にしたい職員の
思いから、玄関入ってすぐの場所に絵本の部屋が作られて
いる。
・これまでの実践を大切にしながら、絵本に親しむ活動をより
充実させたり、絵本の貸し出しだけでなく親子の憩いや保護
者同士の交流の場として活用したりしながら、これからも
子ども一人一人の学びの芽、読書の芽を育てていきたい。

ご清聴ありがとうございました


